
《色々な場所における自然放射線レベルの違い》

（掲載ページ：教師用解説書P.6）

補足〈色々な場所における自然放射線レベルの違い〉

注）1マイクロシーベルトは1／1000ミリシーベルトに当たる。
　それゆえ1マイクロシーベルト毎時は、年間8.76ミリシーベルトになる。
出典：高エネルギー加速器研究機構 放射線科学センター
　　「放射線の豆知識　暮らしの中の放射線」（2005年）
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（注）　
①海上では、海水自体に放射性物質が少なく、また、海底などからのガンマ線
　が海水によって遮られることからガンマ線は低い。
②木造住宅では、コンクリートなどで作られた鉄筋住宅よりガンマ線は低いが、
コンクリートより宇宙線を遮る力が小さいことから宇宙線は高い。
③地下街では、地下にあることから宇宙線は遮られるが、地下街の周辺から
のガンマ線が高い。
④銀座では、花こう岩が敷石に使われビルディングが立ち並ぶことから、宇宙
線より周辺からのガンマ線が高い。
⑤飛行機では、宇宙線が空気に遮られないことから、高く飛ぶほど宇宙線量
が高い。



《体内・食物中の自然放射性物質》

（掲載ページ：教師用解説書P.6）

補足〈体内・食物中の自然放射性物質〉
（体重60kgの日本人の場合）

カリウム40……
炭素14 ………

4000ベクレル
2500ベクレル

ルビジウム87 …………
鉛210・ポロニウム210…

500ベクレル
20ベクレル

●食物（１kg)中のカリウム40の放射性物質の量（日本）
（単位：ベクレル／㎏）

干し昆布2000 干ししいたけ700 ポテトチップ400

生わかめ200 ほうれん草200 魚100 牛肉100

牛乳50 食パン30 米30 ビール10
出典：（財）原子力安全研究協会「生活環境放射線データに関する研究」
　　（1983年）より作成

（注）ベクレルは本文12ページを参照

●体内の放射性物質の量



《可視光線、エックス線などのエネルギーの高さの比較》

（掲載ページ：教師用解説書P.6）
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《放射線の種類と透過力》

（掲載ページ：教師用解説書P.6）

α線を止める β線を止める γ線・Ｘ線を止める 中性子線を止める

アルファ（α）線

ベータ（β）線
ガンマ（γ）線
エックス（Ｘ）線
中性子線

紙 アルミニウムなどの
薄い金属板

鉛や厚い鉄の板 水やコンクリート


